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し が 家 BACKSTAGE 


サン デー で 活躍 する まん が 家 の 先 生 た ちの 近況 報告 や 読者 の みん な へ の メッ セー ジ ! 


最新 メッ セー ジ 。 バ ッ ク ナ ン バ ー リ スト 次 へ 


大 高 妃 


Vol.168 / 2013/01/30 


vc/AIAN 


募 城 さ ん 5 の まかない ぃ xy 飲 


画像 は 進行 中 の イラ スト の 一 部 で す 。 
毎度 イラ スト の 色 の 塗り 方 に よっ て キャ ラク ター の 髪 や 目 の 色 が 変わ っ て し まっ た り し て いま す が 、 ア リバ 
バ と モル ジア ナ に 関し て は これ で イメ ー ジ 通り で す 。 


今週 号 の マギ も よろ し く お 願 いし ます 。 
今週 の 原稿 は 前 半 の 5 枚 で だ いぶ 息切れ し た も の の 、 描 いて いて 楽し か っ た 記憶 が あり ます 。 
プ ア ナリ ス 兵 団 が 描き や すい か ら だ と 思い ます 。 


ァ ナ リス た ち が 所 っ て いる 情報 や 彼 等 の 心情 は 今後 モル ジア ナ に も 関わ っ て くる と 思い ます の で 、 注 目 し 
つ 読 ん で 頂け る と 嬉し いで す 。 
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・Vol.339 (2017/03/08) ・Vol.338 (2017/02/22) ・Vol.337 (2017/02/15) ント shonen_sunday の ツイ ー ト 
・Vol.336 (2017/02/08) ・Vol.335 (2017/02/01) ・Vol.334 (2017/01/25) 
・Vol.333 (2017/01/18) ・Vol.332 (2017/01/11) ・Vol.331 (2016/12/28) Tweets from 
・Vol.330 (2016/12/14) ・Vol.329 (2016/11/30) ・Vol.328 (2016/11/22) @shonen_sunday 
・Vol.327 (2016/11/16) ・Vol.326 (2016/11/09) ・Vol.325 (2016/11/02) 
・Vol.324 (2016/10/26) ・Vol.323 (2016/10/12) ・Vol.322 (2016/10/05) や 【 公 式 】 少年 サン デー 鐘 集 
・Vol.321 (2016/09/28) ・Vol.320 (2016/09/21) ・Vol.319 (2016/09/14) 部 Retweeted 
・Vol.318 (2016/09/07) ・Vol.317 (2016/08/24) ・Vol.316 (2016/08/10) くさ か べ ゆ う へ .… に / 
・Vol.315 (2016/08/03) ・Vol.314 (2016/07/27) ・Vol.313 (2016/07/20) BKaSaktik。 55 
・Vol.312 (2016/07/13) ・Vol.311 (2016/07/06) ・Vol.310 (2016/06/29) 
・Vol.309 (2016/06/15) ・Vol.308 (2016/06/08) ・Vol.307 (2016/06/01) 
・Vol.306 (2016/05/25) ・Vol.305 (2016/05/18) ・Vol.304 (2016/05/11) 
・Vol.303 (2016/04/27) ・Vol.302 (2016/04/13) ・Vol.301 (2016/04/06) 
・Vol.300 (2016/03/30) ・Vol.299 (2016/03/23) ・Vol.298 (2016/03/16) 
・Vol.297 (2016/03/09) ・Vol.296 (2016/02/24) ・Vol.295 (2016/02/17) 
・Vol.294 (2016/02/10) ・Vol.293 (2016/02/03) ・Vol.292 (2016/01/27) 
・Vol.291 (2016/01/20) ・Vol.290 (2016/01/06) ・Vol.289 (2015/12/22) 
・Vol.288 (2015/12/09) ・Vol.287 (2015/12/02) ・Vol.286 (2015/11/25) 
・Vol.285 (2015/11/18) ・Vol.284 (2015/11/11) ・Vol.283 (2015/11/04) 
・Vol.282 (2015/10/28) ・Vol.281 (2015/09/20) ・Vol.280 (2015/09/16) 
・Vol.279 (2015/09/09) ・Vol.278 (2015/09/02) ・Vol.277 (2015/08/26) 
・Vol.276 (2015/08/19) ・Vol.275 (2015/08/05) ・Vol.274 (2015/07/29) 
・Vol.273 (2015/07/15) ・Vol.272 (2015/07/08) ・Vol.271 (2015/07/01) 
・Vol.270 (2015/06/24) ・Vol.269 (2015/06/10) ・Vol.268 (2015/06/03) 
・Vol.267 (2015/05/27) ・Vol.266 (2015/05/20) ・Vol.265 (2015/05/13) 
・Vol.264 (2015/04/28) ・Vol.263 (2015/04/22) ・Vol.262 (2015/04/15) 
・Vol.261 (2015/04/01) ・Vol.260 (2015/03/25) ・Vol.259 (2015/03/18) 
・Vol.258 (2015/03/11) ・Vol.257 (2015/03/04) ・Vol.256 (2015/02/25) 
・Vol.255 (2015/02/18) ・Vol.254 (2015/02/04) ・Vol.253 (2015/01/28) 
・Vol.252 (2015/01/21) ・Vol.251 (2015/01/07) ・Vol.250 (2014/12/24) 
・Vol.249 (2014/12/10) ・Vol.248 (2014/12/03) ・Vol.247 (2014/11/26) 
・Vol.246 (2014/11/19) ・Vol.245 (2014/11/12) ・Vol.244 (2014/11/05) 
・Vol.243 (2014/10/22) ・Vol.242 (2014/10/15) ・Vol.241 (2014/10/08) 
・Vol.240 (2014/10/01) ・Vol.239 (2014/09/24) ・Vol.238 (2014/09/17) 
・Vol.237 (2014/09/10) ・Vol.236 (2014/09/03) ・Vol.235 (2014/08/27) 
・Vol.234 (2014/08/20) ・Vol.233 (2014/08/06) ・Vol.232 (2014/07/30) 
・Vol.231 (2014/07/23) ・Vol.230 (2014/07/16) ・Vol.229 (2014/07/09) 
・Vol.228 (2014/06/25) ・Vol.227 (2014/06/18) ・Vol.226 (2014/06/11) 
・Vol.225 (2014/06/04) ・Vol.224 (2014/05/28) ・Vol.223 (2014/05/21) 
・Vol.222 (2014/05/14) ・Vol.221 (2014/04/30) ・Vol.220 (2014/04/23) 
・Vol.219 (2014/04/16) ・Vol.218 (2014/04/09) ・Vol.217 (2014/04/02) 
・Vol.216 (2014/03/26) ・Vol.215 (2014/03/19) ・Vol.214 (2014/03/12) 
・Vol.213 (2014/03/05) ・Vol.212 (2014/02/26) ・Vol.211 (2014/02/12) 
・Vol.210 (2014/02/05) ・Vol.209 (2014/01/29) ・Vol.208 (2014/01/22) 
・Vol.207 (2014/01/15) ・Vol.206 (2014/01/08) ・Vol.205 (2013/12/25) 
・Vol.204 (2013/12/11) ・Vol.203 (2013/12/04) ・Vol.202 (2013/11/27) 
・Vol.201 (2013/11/20) ・Vol.200 (2013/11/13) ・Vol.199 (2013/11/06) 
・Vol.198 (2013/10/30) ・Vol.197 (2013/10/09) ・Vol.196 (2013/10/02) 
・Vol.195 (2013/09/25) ・Vol.194 (2013/09/18) ・Vol.193 (2013/09/11) 
・Vol.192 (2013/09/04) ・Vol.191 (2013/08/28) ・Vol.190 (2013/08/21) 
・Vol.189 (2013/08/07) ・Vol.188 (2013/07/31) ・Vol.187 (2013/07/24) 
・Vol.186 (2013/07/17) ・Vol.185 (2013/07/10) ・Vol.184 (2013/07/03) 
・Vol.183 (2013/06/26) ・Vol.182 (2013/06/19) ・Vol.181 (2013/06/12) 
・Vol.180 (2013/06/05) ・Vol.179 (2013/04/24) ・Vol.178 (2013/04/17) 
・Vol.177 (2013/04/10) ・Vol.176 (2013/04/03) ・Vol.175 (2013/03/27) 
・Vol.174 (2013/03/19) ・Vol.173 (2013/03/13) ・Vol.172 (2013/02/27) 
・Vol.171 (2013/02/20) ・Vol.170 (2013/02/13) ・Vol.169 (2013/02/06) 
・Vol.168 (2013/01/30) ・Vol.167 (2013/01/23) ・Vol.166 (2013/01/16) 
・Vol.165 (2012/12/26) ・Vol.164 (2012/12/12) ・Vol.163 (2012/12/05) 
・Vol.162 (2012/11/28) ・Vol.161 (2012/11/21) ・Vol.160 (2012/11/14) 
・Vol.159 (2012/11/07) ・Vol.158 (2012/10/31) ・Vol.157 (2012/10/24) 
・Vol.156 (2012/10/17) ・Vol.155 (2012/10/10) ・Vol.154 (2012/10/03) 
・Vol.153 (2012/09/19) ・Vol.152 (2012/09/12) ・Vol.151 (2012/09/05) 
・Vol.150 (2012/08/29) ・Vol.149 (2012/08/22) ・Vol.148 (2012/08/08) 
・Vol.147 (2012/08/01) ・Vol.146 (2012/07/25) ・Vol.145 (2012/07/18) 
・Vol.144 (2012/07/11) ・Vol.143 (2012/07/04) ・Vol.142 (2012/06/27) 
・Vol.141 (2012/06/20) ・Vol.140 (2012/06/13) ・Vol.139 (2012/06/06) 
・Vol.138 (2012/05/30) ・Vol.137 (2012/05/23) ・Vol.136 (2012/05/16) 
・Vol.135 (2012/05/09) ・Vol.134 (2012/04/25) ・Vol.133 (2012/04/18) 
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・Vol.060 (2010/09/29) ・Vol.059 (2010/09/22) ・Vol.058 (2010/09/15) 
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